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論 文 内 容 の 要 旨
波部雄一郎氏の学位請求論文である本論文は、紀元前世紀に主な議論の枠組みを設定することで、ア
レクサンドロス大王のディアドコイ（後継者たち）が設立した王朝の一つであるプトレマイオス朝（紀元
前305年∼紀元前30年）を中心に、ヘレニズム時代の国家のあり様を再考するものである。すなわち、従
来の国政史を中心とする先行研究が提示してきた王朝衰退論（プトレマイオス世から世までの紀元前
世紀を王朝の最盛期とし、その後の紀元前世紀以降を衰退期とする）に、政治文化の視点から批判を
加え、より総合的な国家像を描き出そうとしている。
王朝衰退論は、政治史の枠の中で成立してきたものと言え、シリア・小アジアなどでの支配領域の縮小、
エジプト人の反乱、王室内の内紛や陰謀などが、その根拠として説明されてきた。今日では、経済的側面、
社会的側面、ことに文化的側面からの分析を加えて、総合的なプトレマイオス王朝像を捉えることが求め
られるが、それには、プトレマイオス朝を従来のように中央集権的な官僚国家と考えるのではなく、東地
中海の広大な支配地域に数多くのギリシア都市を内包する多様な領域国家であったと捉えることが前提と
される。
以下、本論文の内容を具体的に章ごとに紹介することにする。
序論と、第章では、プトレマイオス朝研究史の検討を通して、エジプトに限定されがちであった分析
の枠組みを批判し、プトレマイオス朝を地中海「帝国」として捉え直すために、東地中海の支配下にある
ギリシア諸都市に焦点を当てるべきだという問題提起がなされる。また、王朝衰退論の問題点の提示と、
エヴェルジェティズム（恩恵施与）、ディオニュシズム（ディオニュソス神を崇敬し、その信仰のもとに、
ディオニュソスを模した生活様式やそれを尊重する思想）といった政治文化の視点からの論点が明示され
ている。
第章からは、実証的な考察に移り、まずギリシア諸都市に焦点をあてて、この地域で実施されたエ
ヴェルジェテイズム、贈与を媒介とするプトレマイオス朝の政策の実態解明を試みる。前世紀中ごろの
クレモニデス戦争後に、支配者側であるプトレマイオス朝が提示したスローガンが「ギリシアの自由」か
ら「ギリシア人の協調」へと変化することに注目し、この頃から軍事的介入に代わって、経済的援助を恩
恵として与える文化的政策が多くなることを見出している。さらに軍事から文化への政策の変更を、現実
の国際関係の中に位置づけることで、こうしたエヴェルジェテイズムによる政策が、衰退期とされる前
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世紀以降も維持されたことを指摘する。王朝のギリシア政策の一貫性を説いて、単純に王朝衰退と決めつ
けることができないことを強調しているのである。
さて、エヴェルジェティズム自体は、基本的に古代社会であまねく見られる支配形態であるので、第
章では、そのプトレマイオス朝的な本質と関わるものとして、ディオニュシズムが検証される。碑文や考
古学的発掘物を検証することで、プトレマイオス朝のディオニュソス崇拝の変遷と王朝の継承原理につい
て確認している。また、第章では、プトレマイエイア祭を例示して、王朝祭祀の中に表象されるディオ
ニュシズムについて検証する。プトレマイエイア祭は、プトレマイオス世がプトレマイオス世を祀る
ために創始した王朝祭祀である。それは汎ギリシア意識を掻き立てると同時に、王朝が権力を誇示するた
めに、ギリシア諸都市の使節たちをアレクサンドリアに招き、豪華絢爛たる大ページェントを見せて、経
済的豊かさを誇ったものである。その最大のイヴェントである祭典行列には、王朝の権威を表象するディ
オニュソスの象徴がいたるところにちりばめられていて、そこに表出するディオニュシズムの特徴とし
て、豪華さ、珍奇さ、スケールの大きさが並外れたものであることが特筆される。
さらに、祭典行列では、王朝の継承原理を盛り込む試みについても具体的に示されている。アレクサン
ドロスの後継者であることを強調せざるを得ないプトレマイオス朝が、東方的な色彩に彩られるディオ
ニュソスを王朝の祖先とし、ディオニュソス、アレクサンドロス、プトレマイオスと縦に繋げる王朝の継
承原理を、行列の中に可視化しているのであるが、山車に載せられたディオニュソス、アレクサンドロス、
プトレマイオス像の移動する順番に継承原理が描き出されていると指摘する。
第章では、ディオニュソスのテクニタイ（技芸人）について検証される。プトレマイエイア祭のよう
な王朝祭祀や大規模な祝祭は、汎ギリシア意識をかきたてるため東地中海各地に創設され、定期的に開催
されていた。その実施には祭祀を司る技芸人たちがあたったが、彼らは芸術家以外に神官や財務官、書記
といった役職を有する独立組織を作り、全国を移動して廻っていたために、「移動する都市」とも称され
た。特に、ディオニュソスのテクニタイは、プトレマイオス王朝の手厚い保護のもとにあったこと、そし
て王国各地で催される祝祭に呼ばれた技芸人たちは、ディオニュシズムを通じて王朝継承原理を喧伝した
ことが強調されている。
以上からの結論によれば、エヴェルジェティズムとディオニュシズムという政治文化の視点から、東地
中海のギリシア都市との関係を中心に、プトレマイオス朝を再考することで、プトレマイオス朝の王権の
特質として、専制的君主像ではないもの、すなわち軍事力に頼らない形で、ギリシア地域での覇者であろ
うとしたプトレマイオス世のような歴代の王たちの姿が浮かび上がる。この文化への志向は、前世紀
なっても決して消失するものではなかった。ことに王朝継承においては、ファラオとしての王自体が現人
神としてディオニュソスと結びつき、ディオニュシズムの持つ文化愛好が強化されていく傾向が見られる
と、プトレマイオス朝の衰退論に対して、王権のイデオロギー面での一貫性を主張する。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、プトレマイオス朝を中心に、ヘレニズム時代を再考するものであるが、エヴェルジェティズ
ム（恩恵施与）と、ディオニュシズムといった概念を提示することで、新たに政治文化の視点から伝統的
なプトレマイオス朝解釈に切り込み、その総合的な国家像を描き出そうとする野心的な論考である。プト
レマイオス朝に関する膨大な先行研究を丁寧に精査し、それぞれが提示してきた問題提起を明示しなが
ら、一つ一つ批判的に検証し、領域国家プトレマイオス朝においてギリシア諸都市が有した重要性を導く
議論の展開は読みごたえがある。また、現存する史料は限られているものの、文化人類学など近隣諸科学
の理論を援用して、文献史料のみならず、碑文や貨幣図像をはじめとする考古学的遺物を丹念に読み直す
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作業を積み重ねていて、その分析方法には手堅いものがある。王朝衰退論に基づく膨大な先行研究を全面
的に否定できるものではないが、プトレマイオス朝研究における、文化的次元を政治と接続させる新たな
研究領域を開拓した点で有意義な研究である。
本論文において具体的に評価すべき点は、要約すると、①エヴェルジェティズムとディオニュシズムに
関して、②王朝祭祀などの祭典文化に関して、③領域国家を移動する技芸人（テクニタイ）の独立した組
織に関しての点になる。
第のエヴェルジェティズムについては、今後プトレマイオス朝の他地域での施行と比較されなければ
ならず、ギリシア諸都市においても単なる経済的恩恵施行だけでなく、汎ギリシア意識の表れとしての、
円形劇場、ギムナジウム、図書館など、文化施設の贈与といった側面にも分析を広げていく必要があるが、
ヘレニズムの諸国家を含めた全体像を描くときに、比較・検討のキー概念となるであろう可能性を秘めて
いる。
もう一方の、ディオニュシズムに関しては、定義にやや暖昧さが残るものの、波部氏の完全なオリジナ
ルと言ってよい。波部氏は、本論文で、王朝衰退論の中で肯定的に捉えられる概念ではなかったディオ
ニュシズムを再定義し直す試みをしたからである。ローマ時代の歴史家たちはプトレマイオス朝後期の諸
王の芸術への耽溺、近親婚といった側面をネガティブに捉え、衰退の根拠としたが、波部氏は後期プトレ
マイオス朝をこうした偏見から解き放ち、ディオニュシズムをディオニュソスにまつわる、初期王朝から
維持されてきた豊かさと文化志向の融合した形態と考えている。
第の王朝祭祀などの祭典文化に関しては、ギリシア的な祭典が数多く創設されたことの意味を問うこ
との意義は大きく、特にプトレマイエイア祭に注目したことに、波部氏の歴史研究者としての卓越した資
質が見出せる。もっとも、政治的イデオロギーの提示という、祝祭の持つプロパガンダ的機能を指摘する
だけならば、近代史的な研究の焼き直しということになろうが、波部氏の場合は、大行列の儀礼を通して、
経済的施行につながる実質的なものにも、王朝継承原理を展開するイデオロギー的な側面にも、ディオ
ニュソスを介しての「豊かさ」の表象を見出し、そこにプトレマイオス朝王権の特質を捉えようとしてい
る。
第の技芸人（テクニタイ）については、その独立体としての存在を明示した点において画期的であっ
た。祭典が各地で行われ、そこで、ギリシア悲劇や競技会が行われると同時に、技芸人が参加する大行列
が実施されたという事実は、祭典を請け負って領域国家内を移動する集団が存在し、王国全域にネット
ワークを繋いでいたことを示している。このような技芸人たちの活動は多様な要素を有する国家に一定の
秩序を与えるのに一役買ったのであろうし、エヴェルジェティズムの観点からは、君主たちによる実際の
施行に携わったことが想定される。史料的には限界があるが、こうした宗教に関連する技芸人たちが共通
体験をヘレニズム世界に伝え歩いたことの発見には目を見張るものがある。ディオニュソスのテクニタイ
は、プトレマイオス王朝による庇護を受けつつ、その名の通り、ディオニュソス信仰を通じてディオニュ
シズムを喧伝する主体だったのである。
なお、本論文にも限界や未熟な点がないわけではない。以上、挙げてきた評価すべき点は、それぞれ独
創性が高いだけに、細部においてさらなる実証を必要とする面が残る。本論はギリシア諸都市に焦点を当
てるところにオリジナリティがあるが、次のステップとして現地エジプトとの関連においてプトレマイオ
ス朝のエヴェルジェティズムを捉える方向性を示さないといけないだろう。また、ディオニュシズムにし
ても、ギリシア的なものとエジプト的なものの二重性を内包しており、さらなる事例研究による検証が待
たれる。それにより、なぜ、ディオニュソスを先祖に置いたのかという難しい問題にも一定の見通しを提
示できる可能性がある。さらに、王朝祭祀に関しては、紀元前世紀以降、東地中海沿岸各地で創設され
ることになる祭典についても、包括的な説明が必要であろう。ディオニュソスのテクニタイに関しては、
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王朝との関係がもう一歩進んで語られないかというもどかしさが残る。また、ディオニュソス以外のテク
ニタイの存在についても言及するならば、ディオニュソスのテクニタイの存在や活動が相対化され、より
具体的に把握できる面があったであろう。最後に、衰退論にしても、様々な次元で語られるがゆえに、時
間軸での整理以外にもう一工夫の余地が残されているように思う。それによって、従来言われてきた衰退
の時期を捉えなおすより説得的な意味づけが可能であっただろう。
もっとも、これらは、本論文が現時点で内包する限界であり、その克服は、今後波部氏が研究者として
さらに発展していくうえでの課題となろう。このことは、2011年月15日に実施された公開審査会の口頭
試問で審査委員が質した質問に対しての返答から考えるに、波部氏自身が今後の課題として自覚している
という感触を得ている。いくつかの間題点を提示したが、それらを勘案しても、本論文は博士論文として
の条件を十分に満たしている。本論文審査委員名は、論文の審査ならびに公開審査会での口頭試問の結
果により、波部雄一郎氏が本論文によって博士（歴史学）の学位を受けるに値すると判断し、ここに報告
する。
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